
主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

◎設立　1980（昭和 55）年　◎形態　全日制／普通科、理数科／共学　◎生徒数　１学年約 320 人　◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、
筑波大、大阪大、神戸大、岡山大、広島大、香川大、九州大、九州工業大などに 189 人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、
同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ 396 人が合格。

学
校
概
要

英語・数学
（教科横断型）

異なる見地から
考察・推察する
力を養う

岡山県立岡山一宮高校

三尾健一  みお・けんいち

同校に赴任して 2 年目。
指導教諭。進路指導課。英語科。

岡山県立岡山一宮高校

有岡桂佑  ありおか・けいすけ

同校に赴任して 10 年目。
SSH 戦略室長。総務課長。数学科。
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本時の概要

本時の目標と育成を目指す資質・能力、さらに本時の学習が
探究学習のサイクルのどの段階にあたるのかを確認。そして
有岡先生から、数学の学習活動は仮説を立て数理モデルを作成
することであり、三尾先生から、英語の学習活動は数理モデ
ルを踏まえた英文の作成であることが、それぞれ説明された。

有岡先生が「本文中の数値データから何が読み取れるか、数
学的見地から推測し、仮説を立てよう」と、これから行う活
動を説明。注目してほしい具体的な数値を例に挙げた上で、
Jamboard を使ってグループで数理モデルを考えるよう、指示
した。生徒は 4 人グループで話し合いを開始。（©Google）

教科書の内容の意味を捉えることを意識して、リズム、テンポ
に気をつけながらペアで音読を行った。その後、事前課題（Why 
was Iwoto significant for US?　Answer in detail and deeply.）
として自分が書いてきた 60 words の英文をペアで発表し合っ
た。三尾先生は、生成AIで作成した事前課題の英文を紹介した。

第二次世界大戦における硫黄島での戦いは、兵力では日本に大
きく勝るアメリカ軍の戦死・戦傷者数などの損害が、日本軍を
上回った戦いだった。その事実がどれほど希有な出来事であっ
たのかを、本文の中の様々な数値を根拠に、生徒が説明した。

本時のキー課題／数学

本時の目標を確認1

数理モデルの検討3

音読活動・事前課題の発表2

考察した内容を発表4

授業リポート

［対象］2 年生　［教科・科目］英語・英語コミュニケーションⅡ、数学・数学Ｂ
［単元］Letters from a Battlefield（英語コミュニケーションⅡ）、確率分布と統計的な推測（数学Ｂ）
［本時の目標］戦局を数学的見地から考察し、兵士の心情を言語的見地から推察する。

5分間

15分間

5分間

5分間

授業リポートは、次のページに続きます

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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生徒が考察した内容を共有した後、有岡先生が、自身が考察した
標準正規分布を用いた数理モデルを解説。「本文を読む時に数値
データに注目することで、実際にはありえないようなことが起き
たのだと理解することができ、さらに深い思考が可能になる」と、
数学的見地からのアプローチの重要性を説明した。

生徒は「What made Japanese soldiers do this strategy? Think 
with emotional points of view.」という問いの答えを、数学的見
地を踏まえて英文で書いた。英文をペアで発表し合った後、本単
元末に行う英作文のパフォーマンス課題が提示され、授業の最後
には、Google フォームを使って振り返りを行った。（©Google）

英語の４技能をフルに活用することはもち
ろん、リズムとテンポを重視して授業を展

開することを心がけています。シャドーイング、オー
バーラッピング（＊１）など、様々な言語活動を一覧
化した「ドリルマトリックス」を生徒と共有しており、
教師が説明する時間をできるだけ短くして、端的な指
示で言語活動が行えるようにしています。大学入試は
もちろん、生徒たちが活躍する社会では、情報を処理
する力だけでなく、論理的に思考する力、そしてコミュ
ニケーション力などの非認知能力が求められます。本
校で育成を目指す資質・能力「iコンピ
テンシー」（下図）を意識して、普段か
ら授業づくりを進めています。

普段は、生徒は予習動画の視聴と予習プリ
ントに取り組んだ上で授業に臨んでいま

す。生徒がグループで予習内容を確認したり、教師役
になって説明したりと、生徒主体で授業は進行します。
私の発問はさらに思考を深めるためのもので、「この後、
先生はどんな質問をすると思う？」「今の説明はどこで
論理が破綻していると思う？」などと尋ねることもよ
くあります。そのように、なるべく教師が説明を行わず、
生徒たちが自律的に、そして互いに切磋琢磨しながら
理解を深めていく授業や、1コマの中で核となる学びや
一番面白い点に生徒が自分たちの力で
気づくような授業を目指しています。

三尾先生 有岡先生

「科学知」を統合し、行動するリーダーを育てるため、iコンピテンシー（一宮5つの資質・能力）を設定

Ⅰ
情報分析活用力　

Ⅱ
論理的思考力

Ⅲ
コミュニケーション力

Ⅳ
自律的に行動する力　

Ⅴ
垣根を越える力

• 情報源を確定でき、
必要な情報であるか
を判断する力
•情報から結論を導
く適切な手段を選ぶ
力　等

•物事を順序立てて
考え、説明する力
•課題解決に向けて
様々な方法を考える
力　等

•連携相手や環境に
応じて柔軟に対応す
る力
•様々な研究資源
（人・モノ・情報）を
活用する力　等

•目標達成に向けて協働す
る力
•対話による議論ができ、
まとめる力　等

•意思決定を行い、計画
的に行動する力
•失敗を恐れず何事にも
主体的に取り組む力　等

本時のキー課題／英語

＊１　シャドーイングは、英文を読み上げる音声から１、２語遅れでその英文を復唱するスピーキング、リスニングの訓練法。オーバーラッピングは、英語の音声を文字起
こしした教材を読みながら、流れる英語の音声と同時に発声を行うスピーキング、リスニングの訓練法。

数理モデルの解説5 心情の推察・振り返り65分間 10分間

英語 数学
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硫
黄
島
で
の
戦
い
に
つ
い
て
書
か
れ
た

単
元
「Letters from

 a Battlefield

」

を
読
ん
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
歴
史
的

な
背
景
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
当

時
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
時
代

に
生
き
た
人
た
ち
の
心
情
を
深
く
推
察
し

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ

り
深
く
生
徒
に
推
察
さ
せ
る
た
め
の
方
法

と
し
て
、
数
学
科
の
有
岡
先
生
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た

（
図
1
）。

　
本
時
の
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅱ
」
に
お
け
る
キ
ー
課
題
は
、「W

hat 
m

ade Japanese soldiers do this 
strategy? 

」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答

え
を
英
語
で
表
現
す
る
こ
と
で
す
。
本
課

題
は
、
数
値
デ
ー
タ
を
検
証
し
た
後
に
投

げ
か
け
た
か
ら
こ
そ
、「
あ
り
え
な
い
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
」
と
い
っ
た
点
も

踏
ま
え
て
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す
問

い
と
な
り
ま
し
た
。
科
学
で
は
解
明
で
き

な
い
こ
と
を
推
察
す
る
た
め
に
、
科
学
の

力
を
借
り
た
の
で
す
。

　
本
単
元
で
は
、発
展
的
な
問
い
で
あ
り
、

総
括
的
評
価
に
つ
な
げ
る
問
い
と
し
て
、

「
こ
れ
ま
で
に
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な

不
可
能
な
状
況
を
克
服
し
て
き
た
か
」
と

い
う
問
い
を
設
定
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
本
時
の
学
び
を
生
か
し
て
、
過
去
の
自

分
の
経
験
を
振
り
返
る
際
に
数
値
デ
ー
タ

も
意
識
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
ｉ
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
育
成
の
土
台
と
な
る

メ
タ
認
知
が
、
数
値
デ
ー
タ
を
伴
っ
た
も

の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　
今
回
の
教
科
横
断
型
の
授
業
は
、
三
尾

先
生
の「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
」

の
授
業
に
、「
数
学
Ｂ
」
の
「
確
率
分
布

と
統
計
的
な
推
測
」
の
「
仮
説
検
定
実
習
」

が
乗
り
入
れ
る
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
「
ｉ
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
、
探
究

学
習
だ
け
で
な
く
、
教
科
の
授
業
に
お
い

て
も
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
未
知

の
も
の
に
対
し
て
自
分
な
り
に
仮
説
を
立

て
、
検
証
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
探
究
学
習
の
サ
イ
ク

ル
は
、
非
認
知
能
力
を
育
む
最
適
な
機
会

に
な
り
ま
す
。
本
時
の
教
科
横
断
型
の
授

業
も
、
仮
説
・
検
証
を
伴
う
探
究
的
な
時

間
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
本
時
の
「
数
学
Ｂ
」
に
お
け
る
キ
ー
課

題
は
、
数
学
的
見
地
か
ら
推
測
し
、
仮
説

を
立
て
る
こ
と
で
し
た
。私
は
、数
値
デ
ー

タ
に
注
目
さ
せ
る
ス
ラ
イ
ド
（
図
2
）
を

見
せ
な
が
ら
、「
見
落
と
し
て
い
る
部
分

は
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
よ
う
」「
仮

説
の
根
拠
を
数
学
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明

し
よ
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
本
文
を
日

本
語
に
訳
し
て
内
容
を
理
解
す
る
だ
け
で

な
く
、
数
学
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
内
容

の
理
解
が
よ
り
深
い
も
の
に
な
り
、
内
容

の
背
景
ま
で
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

教科横断型授業の目標図１

数値データに注目させるためのスライド図２

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料を基に編集部で作成。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

◎目標
戦局を数学的見地から考察
し、兵士の心情を言語的見
地から推察する。
◎育成する「iコンピテンシー」
Ⅰ 情報分析活用力
Ⅱ 論理的思考力
Ⅴ 垣根を越える力

数学の学習活動
本文の内容から仮説を立てて

数理モデルを作成する

英語の学習活動
数理モデルを踏まえて

英語で自分の考えを述べる

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

数
値
デ
ー
タ
の
検
証
で

よ
り
深
い
推
察
を

求
め
る
発
問
を
実
現

批
判
的
に

考
察
さ
せ
る
こ
と
で

理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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教
科
横
断
型
の
授
業
の
実
施
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
授
業
を
見
学
し
た
本
校
の

教
師
や
来
校
者
か
ら
は
肯
定
的
な
意
見
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
試
み
は
ま

さ
に
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、

個
人
的
な
一
番
の
成
果
は
、
担
当
教
科

が
異
な
る
同
僚
と
協
議
を
重
ね
、
新
し
い

授
業
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
姿
を
同
僚
教

師
、
そ
し
て
誰
よ
り
生
徒
た
ち
に
見
せ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
私
自
身
、
研

鑽
を
積
む
こ
と
の
楽
し
さ
、
そ
し
て
大
切

さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
授
業
が
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
の
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
私
自
身
は
、
今
回
の
授
業
を

き
っ
か
け
に
、「
教
科
書
の
情
報
だ
け
で

満
足
せ
ず
、
図
書
館
で
調
べ
て
み
よ
う
」

「
書
か
れ
た
内
容
を
別
の
視
点
で
検
証
し

よ
う
」
な
ど
と
、
多
角
的
な
学
び
を
勧
め

る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
働
き

か
け
が
、
生
徒
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
っ

て
い
く
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
教
科
横
断
型
の
授
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
本
時
の
学
習
評
価
を
ど

の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
も
有
岡
先
生

と
話
し
合
い
ま
し
た
。
数
学
的
見
地
か
ら

の
考
察
と
、
言
語
的
見
地
か
ら
の
推
察
と

い
う
、
内
容
の
異
な
る
学
習
活
動
が
１
コ

マ
の
授
業
の
中
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
例
え
ば
「
英
語
の
学
習
活
動
は
満
足

で
き
る
レ
ベ
ル
で
取
り
組
め
た
が
、
数
学

の
学
習
活
動
は
い
ま
一
つ
の
レ
ベ
ル
だ
っ

た
」
と
い
っ
た
生
徒
が
現
れ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
時
の
授
業
に

つ
い
て
は
、
無
理
に
学
習
評
価
を
行
わ
な

い
こ
と
、
た
だ
し
、
有
岡
先
生
が
作
成
し

た
振
り
返
り
フ
ォ
ー
ム
（
図
3
）
を
使
う

こ
と
で
、
生
徒
が
学
び
の
達
成
感
を
味

わ
っ
た
り
、
次
の
学
び
へ
の
見
通
し
を

持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
に
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
単
元
全
体
で
は
、
単
元
末
に
実
施
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
英
作
文
を

学
習
評
価
の
材
料
と
し
ま
し
た
。

　
数
学
と
英
語
の
教
科
横
断
型
の
授
業
は

あ
ま
り
事
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
検
討
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
今
回

の
１
コ
マ
は
無
理
に
複
数
教
科
の
総
括
的

評
価
に
つ
な
げ
ず
、
生
徒
が
本
時
の
学
習

活
動
を
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
設

問
（
図
3
）
で
自
己
評
価
を
す
る
こ
と
に

と
ど
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
も
教

科
横
断
型
の
授
業
に
挑
戦
す
る
中
で
、
学

習
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
後
、
授
業
を
見
学
し
た
先
生
方

と
教
科
別
の
研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
私
が
数
理

モ
デ
ル
を
例
示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
数

学
科
で
は
「
最
後
ま
で
生
徒
に
考
え
さ
せ

る
べ
き
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
英
語
科
で
は
「
例
示
が

あ
っ
た
こ
と
で
内
容
の
理
解
が
深
ま
っ

た
」
と
評
価
す
る
声
が
多
か
っ
た
こ
と
で

す
。
教
師
の
指
導
改
善
と
い
う
点
で
も
、

教
科
横
断
型
の
授
業
は
様
々
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

教科横断型授業での生徒の振り返り図３

※学校資料を基に編集部で作成。

■ 言語的見地からの振り返り
兵士の心情を言語的見地から考察することができまし
たか。1つだけマークしてください。

　　　できた。なぜなら……
　　　できなかった。だけど……

……に続く内容を書きなさい。

Q.

Q.

■ 数学的見地からの振り返り
戦局を数学的見地から考察することができましたか。1
つだけマークしてください。

　　　できた。なぜなら……
　　　できなかった。だけど……

……に続く内容を書きなさい。

Q.

Q.

生徒の振り返り
•できた。なぜなら、実際にどのような場面だったかを

想像し、それを授業で学んだことを生かして英文で表
現することができたから。

•できなかった。だけど、兵士たちにとって母国がどんな
存在であるかは分かったような気がする。

生徒の振り返り
•できた。なぜなら、先生のような確率の求め方（考え方）

ではなかったが、比率や単純な計算で日本軍とアメリ
カ軍の損失について考察することができたから。

•できなかった。だけど、いろいろなアイデアを提案し、
話し合いを円滑に進めることができた。

学
習
評
価
の
工
夫

教
科
横
断
の

学
び
の
評
価
の

あ
り
方
を
模
索

成
果
と
展
望

多
角
的
に

物
事
を
見
る
こ
と
を

生
徒
に
求
め
続
け
る

多
角
的
に
見
る
ほ
ど

教
師
の
指
導
改
善
の

視
点
が
得
ら
れ
る
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授
業
後
、
生
徒
か
ら
「
あ
の
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
の
授
業
は
、
も
う
や
ら
な
い
の
で

す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
１
つ
の

教
材
を
複
数
の
教
科
の
視
点
で
深
く
学
ぶ

授
業
が
楽
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。ま
た
、

授
業
後
の
研
究
協
議
で
も
、
挑
戦
的
で
面

白
い
授
業
と
い
う
評
価
を
多
数
も
ら
い
ま

し
た
。
理
科
や
情
報
と
の
教
科
横
断
で
は

な
く
、
文
系
教
科
と
の
教
科
横
断
の
具
体

的
な
事
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

探
究
型
の
授
業
を
追
究
す
る
意
味
で
も
価

値
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
他
教
科
、
特
に
文
系
教
科
と
の

教
科
横
断
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
学
年
の
枠
も
超
え
て
学
び

を
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
１
年
生
の
数
学
と
３
年
生
の
数
学
、

１
年
生
の
数
学
と
３
年
生
の
国
語
な
ど
が

可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
連
携
の
必
然
性

と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら

も
教
科
横
断
型
の
授
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊２　同校の学校設定科目。物事を筋道立てて考え、根拠を示しながら意見を述べることで論理的思考力を身につけることや、データを適切に取り扱い、コンピュー

ターを活用して情報を表現することで情報分析活用力を身につけることなどを目的としている。

●こだわったのは必然性
　教科横断自体が目的ではなく、教科を横断することで深
い学びが生まれることが重要だと、三尾先生、有岡先生は
考えている。だからこそ２人は「連携する必然性」にこだ
わって単元の選定などを進めたという。
　「英語と数学がコラボレーションすることに、授業を受
ける生徒がどのようなメリットを感じると納得するのか、
三尾先生と考え抜きました。『数学Ｂ』の『確率分布と統
計的な推測』は様々な教科と関連づけしやすい分野ですし、
英語の素材文も様々な数値データが書かれている、連携し
やすいものでした。そして何より、『ありえないことがな
ぜ起きたのか』という、考える価値のある問いをつくるこ
とができたので、教科横断型の授業の実施の見通しを立て
ることができました」（有岡先生）
　必然性のある教科横断型の授業の実施には進度の調整も
必要になる。「ただ、教科横断型の授業をいつ、どの教科
間で実施するのかを年間計画などであらかじめ決めてしま

教科横断型の授業を推進するために

教科横断自体が目的ではない
うと、実践が表面的なものになってしまいかねません」と、
有岡先生は懸念している。

●「互いの授業を見学し、学んだ」
　今回の教科横断型の授業は11月に行われたものだが、
準備は１学期から始めていた。
　「打ち合わせを何度も行いましたし、有岡先生の授業も
複数回見に行きました。英語の素材文は、社会科学や自然
科学に関するものが少なくないため、他教科と連携しやす
い教科だと思っていました。有岡先生と実際に打ち合わせ
を始めてみると、数学の専門家ならではのアイデアがたく
さん出てきて、素材文の内容をこれほど多角的に考察でき
るのかと驚きました」（三尾先生）
　同校では、有志の教師が自主的に探究型の授業を実施・
公開し、授業後のミニ研修で意見交換を行う「探究チャレ
ンジ」が、月に1、2回の頻度で行われている。そのような、
教師自身が新しい挑戦を楽しむ同校の風土を土台に、今後
は教科横断を促す同校独自の「STEAMシラバス」（下図）
を開発するなどして、さらに教科横断型の授業のあり方・
方法を模索し続けていく考えだ。

■教科横断を促進するSTEAMシラバス
学期 iCデータ＆ロジカルサイエンス（＊２） 現代の国語 言語文化 数学Ⅰ

1

【ロジカルシンキングを学ぶことで、論理
的思考力を身につける】
演繹法、帰納法、論理の飛躍、暗黙の前
提についての説明など基礎・基本を学ぶ。

「生きもの」として
生きる

説話
・児のそら寝
・検非違使忠明
漢文入門
故事成語

1. 式の計算
・多項式の加法と減法
・多項式の乗法
・因数分解

【問題解決に必要となる解決手順や情報
の適切な取り扱い方を身につける】
問題解決の手順や問題解決を図る際に必
要となるメディアや個人情報の扱い方、知
的財産権について学ぶ。

「本当の自分」幻想

随筆（1）徒然草
・つれづれなるままに
・神無月のころ
・ある人、弓射ることを習ふに
・丹波に出雲といふ所あり

2.実数
・実数
・根号を含む式の計算

教
科
だ
け
で
な
く
、

学
年
も
超
え
て

挑
戦
を
続
け
た
い

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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